職種：清掃管理　　職務：日常清掃

【概要】

ビル内外の環境を清潔に保つため、清掃、塵芥処理、消耗品補充等を行う仕事で、日常清掃は、前日についた汚れや当日についた汚れを対象にする、ビル内及び外回りで実施される清掃業務である。

【仕事の内容】

早朝から夜間まで、毎日行われる作業で、時間的には、早朝、昼間、夜間の３つの時間帯に分けることができる。作業の対象となるのは玄関、廊下、階段、事務室、役員室、トイレ、エレベーター、駐車場等がある。
【求められる経験・能力】

（1） ビル清掃業務に従事するために、学歴、免許、資格等に特別なものは必要なく、特に経験を問われるわけでもないが、建材・洗剤の知識や、機械や洗剤・床維持剤の使い方等の作業方法について習得する必要がある。
（2） 清掃業務は、他人が働く事務所や店舗等の現場で仕事をするため、信頼のおける人であることが望まれる。また、清掃作業はチームワークで進めることが多いため、協調性があり、整理整頓という仕事の性質上から、几帳面できれい好きの性格の人が適している。

（3） 技能検定の対象職種になり、学科と実技による国家検定に合格すると、「ビルクリーニング技能士」の資格が与えられ、技術の証明として評価され、地位が向上する。
（4） 正社員として入社した場合は、２～３年で現場主任補佐、その後数年で現場主任へと昇進するのが一般的である。現場責任者(主任)になると、作業計画や人員配置計画を立てる仕事も行う。

【関連する資格・検定等】

· ビルクリーニング技能士［厚生労働省、社団法人 全国ビルメンテナンス協会］

· 建築物環境衛生管理技術者［財団法人 ビル管理教育センター］

· 清掃作業監督者［財団法人 ビル管理教育センター］

【労働省職業分類（小分類）との対応】

８０１　　清掃員


